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カレンダー表示機能の設定手順を解説した資料です。

日付時刻フィールドの情報が重要な役割を持つようなデータベースで
は、カレンダー形式でレコードを表示することでより分かりやすく日
付情報を確認できるようになります。この資料ではカレンダー表示の
設定を解説しています。
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カレンダー表示の利用

カレンダー表示を設定する

カレンダー表示を設定することで、データベース閲覧画面のレコード一覧をカレンダー表示に
切り替えることができます。

カレンダー表示設定はレイアウト単位の設定になるため、レイアウトを切り替えることでカレ
ンダー表示と通常の表示を切り替えて利用できます。

データベース編集画面で
[詳細設定] をクリック

[カレンダー表示を利用する] に
チェックを入れ [設定] ボタンを
クリック

[カレンダーの設定]
ダイアログが表示される

カレンダー表示をデフォルトに
設定する場合はチェックを入れる
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カレンダー表示の利用

カレンダー表示を設定する

カレンダーに表示される日付の開始日や表示範囲などを設定します。

・起点日
カレンダー表示で最初に表示される起点となる日を指定します。
特定の日付や、今日/今週/今月/今年のように当日を基準とした相対的な期間を指定する
ことができます。

・表示日数
カレンダーに表示する日数を指定します。

・日にちの表示幅
カレンダー上での1日の表示幅を指定します。

・文字サイズ
カレンダー上での文字サイズを指定します。

 カレンダーの表示設定

 イベントの設定

[＋] ボタンをクリックして、カレンダー上に表示する「イベント」を追加します。

UnitBaseに登録されたレコードをカレンダー上に表示する単位を「イベント」と呼んでいます。
ここで指定した条件に従ってレコードが表示されます。
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カレンダー表示の利用

カレンダー表示を設定する

 イベントの設定（続き）

・イベント名
イベントに名前を付けます。カレンダー表示での凡例で列挙されます。

・ラベル
カレンダー上に表示する内容を指定します。
キーワードを埋め込むことで該当するレコードのデータを表示させることもできます。
[キーワードの挿入] ボタンをクリックして表示されるキーワード一覧のダイアログから
埋め込みたいキーワードをダブルクリックします。

例）レコードの「使用者」フィールドに「二宮将太」、「ステータス」フィールドに
「返却済」と登録されている場合、上の図のラベルは以下のように置換されます。

「${使用者(2130)} / ${ステータス(2131)}」→「二宮将太 / 返却済」

・色の設定
イベントの背景色や文字色を指定します。

・開始日／終了日
カレンダー上にイベントを表示する際の起点／終点となる日付フィールドを指定します。
開始日だけを指定するとイベントを時点（1日）として表示します。

・表示条件
イベントとして表示するレコードの絞り込み条件を指定します。

[＋] ボタンクリックで
イベントを追加
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カレンダー表示の利用

カレンダー表示を設定する

 カレンダー項目の設定

カレンダーに表示されるイベントを、例えば「担当者別」「顧客別」「貸出機材別」など、関
心のあるフィールドごとに仕分けして表示できます。

カレンダー項目はカレンダーの縦軸に分類軸として表示されます。

・対象のフィールド
ドロップダウンから仕分けしたいフィールドを選択し、仕分けする値を指定します。
[＋] ボタンをクリックすることで仕分けする値の入力欄を追加できます。

[レコードから追加] ボタンをクリックすると現在レコードに存在している値の一覧が

表示されますので、ここから仕分けする値を選択して指定することもできます。
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カレンダー表示の利用

カレンダー表示での操作

カレンダー設定を済ませるとレコードをカレンダー上に表示することができます。

・カレンダー上のイベントをクリックすると、レコードの詳細画面がカレンダーの下に
表示されます。もう一度クリックすると詳細が非表示に戻ります。

・カレンダー上のイベントをダブルクリックすると、そのレコードの編集ダイアログが
表示されます。

・カレンダー上のイベントをドラッグ＆ドロップして移動することで、日付を変更できます。

・カレンダー上の空白部分をクリックすると、新規イベントを作成するダイアログが表示され、
新しいレコードを作成できます。

・開始日／終了日が設定されているカレンダーでは、カレンダー上で開始日から終了日までの
範囲をドラッグすることにより、選択した範囲を開始日／終了日とした新しいレコードを
作成できます。


